
　葉っぱに白いうねうねした線が入っているのを見た
ことはありますか？ナメクジがはった跡かな？病気か
な？いえいえ、実はすごく小さな幼虫が葉っぱの中を
食べながら進んでいるのです。驚くことに薄い葉の表
面と裏面を残して中の部分だけを食べて、幼虫は育ち
ます。種類としては蛾や蠅などさまざまです。この白い食べ跡がま
るで絵を描いているようなので「絵かき虫」とよばれたりもします。
　絵かき虫の観察は簡単です。線の入った葉を見つけたら裏からラ
イトを当ててみましょう。小さなイモムシが観察できます。こんな
ペラペラの中に本当にいる！と感動しますよ。もちろん成虫になっ
ても極小サイズ。しかし、蛾は驚くほど美しい種類もいて、丁寧に
翅(はね)を広げて標本にすると、その色や形に驚かされます。ふさ
ふさした翅には意味があり、羽ばたくのではなく風に乗って飛ぶた

めの形なんです。
　小さな虫にも、こんなにも興味深い秘密
がいっぱいあります。まだまだ世界はおも
しろい発見で満ちあふれています。知ると
世界の見え方が変わってきます。「知りた
い」という本能を開放し、新たな発見に心
躍らせる日々を送りましょう。
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